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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 
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中学校終了レベル 

基礎力診断テストＧＴＺＣレベル 

高校入門レベル 

スタディサポートＧＴＺＣレベル 

高校標準レベル 

各資格試験・就職・一般推薦・AO 入
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補習・講習 補習・講習 補習・講習 

専門的な知識と 

技能 

授業規律を守り、学習することがで

きる。 

授業や実習に、積極的に取り組むこ

とができる。 

 

学んだ知識や技能を生かして、主体的

に課題を発見し、取り組むことができ

る。 

補習・講習 補習・講習 補習・講習 

思
考
力

判
断
力 

表
現
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コミュニケーション力 

他の人の話を集中してよく聴き、理

解することができる。 

自分の意見を自分の言葉で的確に表

現することができる。また、相手の意

見を共感しながら聴くことができる。 

相手の意見をよく聴いた上で、自分 

との違いや共通点を理解し、建設的 

に話し合いを進めることができる。 

教科における活動、ＨＲ活動、部活

動等 

教科における活動、ＨＲ活動、部活

動等 

教科における活動、ＨＲ活動、部活動

等 

場をわきまえて 

行動する力（判断力） 

善悪の判断ができる。 ＴＰＯをわきまえた行動ができる。 主体的に考え、先の見通しをもって行

動することができる。また、時系列に

計画・行動することができる。 

ＨＲ活動、学年集会、全校集会等 各種集会、式典、校外行事等 校外行事、進路選択、式典等 

学

向

力

人
間
性 

規範意識 

教員の指示に従って、ルールを守っ 

て活動することができる。 

教員に相談しながら、ルールを守っ 

て活動することができる。 

自らルールを決めて、適宜教員の助 

言を受けながらその周知徹底を図る 

ことができる。 

部活動・生徒会活動・学校行事等 部活動・生徒会活動・学校行事等 部活動・生徒会活動・学校行事等 

課題解決力 

各種検査等から自分自身の傾向や 

適性等を把握することができる。 

自身の将来の生き方・在り方を 

考え、今何が必要なのか調べて実行

に移すことができる。 

進路実現に向けて、果敢にチャレンジ

し、最後まであきらめずに取り組むこ

とができる。 

課題研究の時間、職業調べ等 課題研究の時間、学校外の学修（イ

ンターンシップ）等 

課題研究の時間、志望校又は企業決

定、入学者選抜・就職試験の受験等 

協働力 

他の人の迷惑となることとはどう 

いう行為なのかを判断できる。 

相手の立場を考え、困っている人が 

いれば助けることができる。 

相手の長所や特性の理解に努 

め、的確に役割を分担して物事に取り

組むことができる。 

校外学習・体育祭・文化祭・部活動 

「人間と社会」・宿泊防災訓練等 

校外学習・体育祭・文化祭・部活動 

「人間と社会」、地域貢献活動等 

修学旅行・体育祭・文化祭・部活動 

「人間と社会」、地域貢献活動等 

【生徒／学校の現状】 

・基礎的・基本的な学力の定着度が低く、基本的生活習慣が身につい

ていない生徒が多い。生活指導を中心とした各指導が必要。 

・自尊感情が低かったり、規範意識が低かったりして、十分に力を発

揮できない生徒がいる。 

・主体的に進路選択・決定するなどの自己実現に向けた力が弱い。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

・社会の変化に柔軟な対応ができ、様々な分野で活躍できる専門性を有した人材の育成 
・社会の一員として貢献できる人間の育成 

【教育目標】 

・「自治」自ら課題を見つけ、解決する力を養うとともに、社会生活

を自主的に営むことができる人間を育てる。 

・あきらめない指導、あきらめさせない指導を通して、自己肯定感を

高め、創造性に富む人間を育てる。 

・基本的な生活習慣とともに社会に役立つ確かな学力を身に付ける。 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

〇自律的に学習できる力の育成 

 集中力・理解力・記憶力を伸ばす学習指導の実践 

〇お互いを思いやる気持ちをもち、適切にコミュニケーションを図る力の育成 

 異なる意見も傾聴し、異なる価値観を理解しつつ、自らの考えを自分の言葉で相手に分かるように伝える姿勢をもたせる教育の実践 

〇安易に妥協したりあきらめたりせず、やればできると信じて行動する力の育成 

 生徒の能力や適性を分析し、高い目標に挑む気力・知力・体力を育てる教育の実践 

〇他人から与えられたことをするだけでなく、自分や相手に対する思いやりをもち、積極的に考え、創意工夫する力の育成 

部活動・生徒会活動・学校行事等を通して、生徒の自治能力向上を目指した取組を推進 

○工業技術に関する専門的知識・技能を習得し、職業的な専門性を備えて社会に貢献できる基本的生活態度や自律的行動を育成 

【予想される社会の変化】 

・人工知能等の技術の急速な進化と情報技術の飛躍的な進化によるグ

ローバル化。産業や社会構造の変革。 

・知識を活用し創造できる人や超スマート社会で自律できる人が求め

られる。 

【学校像/学校経営計画】 

・教職員、保護者及び地域が一致協力し、生徒の自尊感情を高めなが

ら知・徳・体のバランスのとれた人材を育成する。 

・学校の各活動を通して自己有用感を育て、社会参画できる人材を育

成する。 


